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10m 離れた送受信端末の間に、真ん中から順に 1m の
間隔をおいて人が加わっていく。今回は２か所で同時に
人が増えていくシナリオで実験を行った。 















図 2.1 人体の電波遮断モデル 
 
図 2.2 アプリケーション表示画面 
 
図 3.1 予備実験シナリオ 
 
図 3.2 予備実験結果 
 
図 3.3 実験シナリオ 
 
図 3.4 ノード１と基地局の間 
 
図 3.5 ノード１とノード２の間 
 
図 3.6 アプリケーション推定結果 
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